
緒　　言

新型コロナウイルス感染症（coronavirus disease 
2019：COVID-19）患者に対する治療において，集中治
療や人工呼吸器管理による入院の長期化に加え，個人防
護具の物資不足の影響や医療従事者の感染リスクの観点
から積極的なリハビリテーション介入が実施されていな
いケースが存在し，集中治療後症候群や長期間の入院に
よる身体機能低下の影響は大きいことが報告されてい
る1）～3）．このことから，退院後も日常生活に支障をきた
す可能性が高く，経時的評価を行いながらのフォロー
アップ体制の確立は重要である．しかし，わが国におけ
るCOVID-19患者の身体機能の変化を定量化するための
疾患特異的尺度はないのが現状である．COVID-19患者
における退院後の身体機能を評価するための疾患特異的
尺度であるPost-COVID-19 Functional Status（PCFS）
Scaleが開発された4）．この尺度は，感染後のフォロー
アップ期間中の日常生活に関する側面に着目されてお
り，評価時点の機能制限を把握し，障害の程度について

客観的な判断が可能である4）．本研究では，PCFS Scale
をわが国に導入するため，翻訳版開発のプロセスを規定
したプロトコールに従い，日本語暫定版を作成すること
を目的とする．

研究対象，方法

日本語版の開発に先立ち，まず原著者であるDr. 
Frederikus A. Klokから日本語翻訳の許可を得た．その
後，外国語尺度の翻訳版開発の標準的プロトコールに従
い5）6），①順翻訳，②逆翻訳，③原著者による逆翻訳の内
容確認の流れで日本語暫定版の開発を進めた．
日本語を母語とする2名の翻訳者（2名とも医療従事
者）が，英語の原著をそれぞれ日本語へ翻訳する順翻訳
を行い，日本語を母語とする前述の2名の順翻訳者とは
異なる1名の翻訳者（医療従事者）が，英語の原著と2つ
の日本語訳を比較し，曖昧な点や不一致な点を明確にし，
統合した日本語訳案を作成した．次に原著を把握してい
ない英語を母語とする1名の翻訳者（翻訳専門家）が，統
合した日本語訳案を英語へ逆翻訳した．そして，原著者
に連絡し，逆翻訳された英語訳について，原著者とその
研究メンバーが確認し，必要な検討を加え，日本語訳暫
定版を作成した．
本研究は，兵庫医療大学倫理審査委員会の承認を得て
実施した（承認番号第20009）．

成　　績

日本語暫定版の作成については，原文の質問項目の意
味を反映し，日本語としてわかりやすい表現，平易な表
現となるように留意し作成した．日本語暫定版を作成す
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るまでに検討した主な内容を下記に示す．
グレード2および3について，直訳するとそれぞれ「グ

レード2　軽度の機能制限：症状や痛み，抑うつ，不安
などのために，家庭や職場での通常の業務・活動の強度
を下げたり頻度を減らしたりしている」および「グレー
ド3　中等度の機能制限：症状，痛み，抑うつ，不安な
どにより，家庭や職場での通常の業務や活動が構造的に
変更（縮小）される」となり，両者の判別が困難である
と考えた．そのため，グレード2に「介助なしで，すべ
ての活動が可能」，グレード3に「介助なしで，身の回り
のことが可能」という説明文を原著者の了承を得て追記
した．それらの結果をもとに，逆翻訳した英語訳の内容
について問題ないことを原著者より回答を得て，PCFS 
Scale日本語暫定版を作成した（図1）．

考　　察

今回我々は，COVID-19患者の退院後の機能状態を評
価するために開発されたPCFS Scaleをわが国にて利用可
能にするため，日本語暫定版を作成した．他言語で作成
された質問票の翻訳版を作成する際には，原著版の内容
との整合性を保ちながら，言語の違いを考慮し，日本語
としても違和感のない表現を目指す必要がある．そのた

め，日本語暫定版を作成する過程では，原著版で用いら
れている用語の概念を確認し，適切に表現できるような
日本語訳を検討した．
PCFS Scaleは，6段階の判定［グレード0～4，D（死
亡）］であり，患者の自己申告による回答や判定が簡便で
あるため（図1），COVID-19患者における感染後の機能
状態を経時的に評価するために利用しやすい．また，す
でに多くの言語で翻訳されおり，COVID-19患者の感染
後の機能状態を評価するための国際的な標準指標となる
可能性がある．
今後は，言語的妥当性の検証，評価スケールの信頼
性・妥当性の検証を行う必要がある．
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著者のCOI（conflicts of interest）開示：本論文発表内容に
関して申告なし．

図1　Post-COVID-19 Functional Status Scale日本語暫定版．（A）PCFS Scaleにおける各グレードの定義，（B）患者自己報
告用フローチャート．スケールは，0（機能制限なし）～4（重度の機能制限）＋D（死亡）の6段階の順序尺度であり，家
庭または職場いずれかでの通常の義務/活動の制限および生活習慣（ライフスタイル）の変化に焦点を当てることにより，
機能的アウトカムの全範囲を網羅している．スケールのグレードは直感的であり，臨床医と患者の両方が容易に把握でき
るようになっている．
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The Post-COVID-19 Functional Status (PCFS) Scale is a functional assessment scale for discharged patients 
following COVID-19 infection. In order to introduce this functional evaluation scale into Japan, according to the 
standard protocol for the development of a translation of a foreign language scale, the Japanese provisional ver-
sion was established as follows: (1) translation into Japanese, (2) reverse translation, and (3) confirmation of the re-
verse translation content by the original author. The PCSF Scale has already been translated into other languages 
and may become an international standard index for quantitative evaluation of the functional status after infec-
tion in COVID-19 patients in the future.
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